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2015年をふりかえって去来することがらを言葉にしようとする
とき，いわくいいがたい無力感に浸されるのはわたしだけではある
まい．
いまや日常語となって久しい「テロとの戦争」なる化物が，声高
にそれを唱える政治家や評論家によって，いかようにもその指示対
象を拡大しうる便利な標語となってわたしたちの日常を腐蝕してい
る．「自由」といい「民主主義」といった金科玉条は，長年にわた
る道具的使用の浸蝕による経年劣化をこうむり，いまや「テロとの
戦争」を正当化する安全保障のキータームと化している．
世界は「民主主義」と「全体主義」に，「自由」と「不自由」に，
「合理」と「非合理」に，「正義」と「不正義」に，あたかもはっき
りと色分けできる塗り絵地図としてわたしたちの眼前にあるかのよ
うだ．いや，実際にそうあるのだと，日々わたしたちは統治権力の
公式見解を垂れ流すメディアによって「教育」されている．ジョー
ジ・オーウェルの悪夢さながらに．
2015年とは，いっそうその度合いが増した年といっては過言だ
ろうか．
はたして2色に塗り分けられたその世界全体を統べているのは何
であろうか．ひとことでいって〈わかりやすさ〉の帝国である．
〈わかりやすさ〉の帝国．そこでわたしたちが求められているの
は，きれいな解答であり，わかりやすい視座である．無駄のないテ
ンプレートにすっきり収まるような仕方でトリミングされたその地
図上では，地べたを這いつくばって生きる人影や建物の輪郭は画像
編集ソフトできれいさっぱり処理されていよう．ましてや血や内臓
の色などすっきりと拭われているだろうし，嗚咽も叫喚もオスプレ
イの低周波音もミュートにされ，脳髄が飛び散り腸が千切れる臭い
も消臭剤で消されてしまっているだろう．
けれども地図に描かれているその土地には地域固有の時間の流れ
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があり，人びとの交流や駆け引き，同盟や交易の歴史が蓄積されて
きたのであり，人や物や情報の交通や交渉から生じる多様な相互変
容，相互浸透の経験が，そこに生きるかれ／彼女の精神世界を複雑
にかたちづくってきたのである．何十年，何百年にわたる歴史的経
験のなかでミクロな地政学は何度も書き換えられてきており，いま
現在も書き換えられつつあり，また未来にむけていかようにも変容
しうるポテンシャリティを有しているはずであるのに，丹念な読解
を必要とする歴史的・社会的な個別具体性はまったく顧みられず，
周縁的な事象としてうち捨てられてしまう．そしてただ「正義」と
「非正義」を区分けするわかりやすい固定化された実線だけが，現
在の政治的リアリズムとして承認されてしまうのだ．
わたしたちが目にさせられているのは─そしていつのまにかみ
ずから好んで目にするよう馴らされているのは─そうした〈わか
りやすさ〉の帝国版図のG-mapである．
複雑さを志向し思考することへの忌避が，いまほどわたしたちの
大脳新皮質を浸潤したことがあったろうか．効率的スピードと見た
目のスマートさや美しさが，すべてに先んじて優先される．試行錯
誤の末に時間をかけて出された解答や，思考をかさね懐疑を抱え込
みつつ提起された拙い仮説など，誤答として即座に遺棄される．ど
れほど本質的な問題から出発していようと，解答が不格好であれば
「偽」であり，スマートであれば「正」とされる．
とどのつまり〈わかりやすさ〉の帝国を支えているのは，反省的
検証を余儀なくする問題意識などではなく，あらかじめ想定された
シンプルな結論にむけてデータを体系化し，優雅に提示してみせる
テクノロジーである．よもやわたしたちの世界への参入のあり方も
また，こうした〈わかりやすさ〉の帝国に冒されつつありはしまい
か．世界を問題化する際の問題の立て方のなかにこそ潜む思考の重
要性をなおざりにした，お手軽な「解答主義」に捕縛されつつあり
はしないか．
じじつわたしたちを取り巻いている知的生産現場とて，こうした
反省なき体系化の偏重からまったく自由ではないのである．むしろ
その卑俗なかたちの最たるものが，たとえば論文執筆の現場や論文
審査制度であったりする．藤田省三が「精神の非常時」で述べてい
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るように，結論の提示の仕方の見事さや，そこに至るまでのプロシ
ージャの滑らかさだけが重んじられ評価されるとき，そこでの知的
生産は「真なるものの社会的蓄積に寄与する代りに，偽りなるもの
の蓄積に役立つことになる」．いうまでもなく「精神の死骸」をま
ねくこうした「偽りなるものの蓄積」が，〈わかりやすさ〉の帝国
を成立させているのである．
〈わかりやすさ〉の帝国から逃れるためには，時代の木目に抗っ
て思考する努力をかさねるしかない．「解答主義」への耽溺を捨て
て，危機的時代を考察した「受難経験の探求者たち」の思索から学
ぶこと，かれら／彼女らの思想をもの知り顔になぞるのでなく，そ
の精神と方法の根柢にまで達し，さらにその底に「井戸を掘る」こ
と．そしてなおも掘り進めること．おなじように同時代の木目に逆
らった先達たちの思索への丹念な遡行と対峙の過程で，帝国領土の
切れ目はみえてくるはずである．
＊　　＊　　＊
さて，2015年度の比較文明学専攻は，博士前期課程から5名の修
士号取得者と博士後期課程から3名の博士号取得者を送り出した．
手前味噌ながらいずれの論文にも「解答主義」の誘惑から逃れるべ
く苦闘した痕が，それぞれに濃淡はあれ残されているように思われ
る．研究者をめざして進むにせよ，在野で思考実験をつづけるにせ
よ，人生にとってたった一度きりの貴重な経験から得たものを大事
にして，願わくばこれからも思考の「井戸掘り」をつづけていって
ほしい．
2015年度はまた，おふたりの専任教員の在任最終年度となった．
2011年に本学大学院文学研究科比較文明学専攻の特任教授として
着任し，惜しくも今年で5年の任期が終了する笙野頼子先生と，そ
の前年に文学部文学科文芸・思想専修／大学院文学研究科比較文明
学専攻の准教授として着任し，1年間の若手研究休暇の後，今年度
秋学期に戻ってこられた阿部賢一先生である．
笙野先生は，『未闘病記─膠原病，「混合性結合組織病」の』で
ご自身がお書きになっているように，10万人に数人といわれる難
病に苦しみながらも，5年間にわたり授業と学生指導に精魂を傾け
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てこられた．阿部先生は，ご専門の文学研究はもとより映画や絵画
など表象文化論の領域での指導に情熱を注いでこられた（今号には
阿部先生の論文が掲載されているのでぜひ読んでほしい）．比較文明学専攻
にとっておふたりの喪失は大いなる痛手ではあるが，笙野先生にお
かれては今後ますます精力的な創作活動がなされんことを，また阿
部先生におかれては移籍後の東京大学文学部現代文芸論研究室での
さらなる躍進を心から祈念したい．
阿部先生の後任として来年度からは菅野聡美先生が着任する．詳
細は次号に譲るが，琉球大学の法文学部で20年近く教鞭をとって
こられた日本政治思想史の専門家である．日本のアカデミズムで周
縁化されてきた概念─たとえば「変態」─をとりあげ，それが
現在考えられるエロティックな概念などではなく，大正から昭和初
期にかけて社会を席捲した西欧輸入の最新科学であったこと，精神
病理学や心理学から始まり，社会学，生理学，民俗学，言語学，地
理学，歴史学，文学といったさまざまな学問領域を貫き「知」を生
産する概念だったことを，横断的な史料読解をつうじて詳らかにし
ている．周縁化された事象を手がかりに，近代日本の科学思想や社
会管理思想の構造変化や，大衆文化のダイナミズムを論じる仕事を
なさっておられる．横断的な学的営みを理念とする比較文明学専攻
ならではの今後の活躍を期待したい．共に〈わかりやすさ〉の帝国
に亀裂を入れるために．
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